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東 日 本 大 震 災 に よ り 被 災 し た Ｊ Ｒ 各 線 の 

復 旧 に 当 た り 財 政 支 援 を 求 め る 要 望 書 
 

 東日本大震災の大津波により、東北地方沿岸部の山田線、大

船渡線、気仙沼線、石巻線、仙石線及び常磐線のＪＲ各線は、

線路や駅舎の流失など甚大な被害を受け、現在も一部区間で運

休を余儀なくされ、通勤、通学など多くの利用者に影響を及ぼ

しています。鉄道の復旧が遅れることによる人の流出を懸念す

る地元自治体も多く、被災地の復興のためには、生活の足とな

る鉄道の早期の復旧が望まれております。 

 

 常磐線及び仙石線では、地元市町のまちづくり計画に合わせ

て、一部ルートを内陸へ移動することで事務が進んでいるほか、

石巻線でも、一部ルートを内陸に移設する案で調整が進んでお

り、現在、東日本旅客鉄道株式会社が具体的なスケジュールの

検討や事業費の積算を行っているところであり、山田線、大船

渡線及び気仙沼線についても、地元自治体のまちづくりに合わ

せた復旧方法についての検討が続けられております。 

 

 東日本旅客鉄道株式会社では、地元自治体のまちづくりに合

わせてルート変更や高盛土工法、高架などの復旧工法となる場

合、事業費が新線建設と同等に莫大となることから、国に対し

財政的支援を求めているところであります。沿線自治体といた

しましても、東日本大震災の甚大な被害により非常に厳しい財

政状況にあることから、国による支援がぜひとも必要であると

考えております。 

 

 つきましては、東日本旅客鉄道株式会社がまちづくりと一体

となった鉄道の復旧を行うため、鉄道路線のルート変更や髙盛

土工法などを取り入れた場合には、被災した自治体の復興への

支援であるという観点から、原状での復旧に比べて増加する事

業費について国が全額を支援するような新たな支援制度を創設

されますよう、格別な御配慮をお願い申し上げます。 

 



東北３県（岩手県・宮城県・福島県）における JR 路線の運休状況 

平成 24 年７月１日現在 

 

八戸

久慈

渡波

陸前小野

亘理

高城町

広野

柳津

女川

気仙沼

盛

釜石

宮古 山田線
運休区間：釜石～宮古間

運休距離：５５．４ｋｍ

大船渡線
運休区間：気仙沼～盛間

運休距離：４３．７ｋｍ

気仙沼線
運休区間：柳津～気仙沼間

運休距離：５５．３ｋｍ

石巻線
運休区間：渡波～女川間

運休距離：９．０ｋｍ

仙石線
運休区間：高城町～陸前小野間

運休距離：１１．７ｋｍ

常磐線
運休区間：広野～原ノ町間、相馬～亘理間

運休距離：８２．１ｋｍ

原ノ町

相馬


